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税 務 相 談
会社、商店等の経営、経理問題
や、税務の問題について、専門の
税理士が相談に応じます。お気軽
にどうぞ。相談日…毎週金曜日/
午後1時～4時。区役所( 1階)
区民相談室。料金無料

明
日
か
ら
夏
休
み

子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

子
ど
も
に
愛
の
目
・
注
意
の
目

明
日
か
ら
楽
し
い
夏
休
み
。
長
い
夏
休
み
は
、
暑
さ
に
誘
わ
れ
て
、
水
の
事
故
が
お
き
、
交
通
事
故

も
一
番
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。
楽
し
い
夏
休
み
も
、
事
故
に
あ
っ
た
の
で
は
な
ん
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
水
の
事
故
・
交
通
事
故
に
焦
点
を
あ
て
て
、
事
故
を
な
く
す
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

水
の
事
故
に
注
意

区
内
に
は
、
ド
ブ
や
用
水
路
な
ど
が

ま
だ
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周

囲
を
河
川
で
か
こ
ま
れ
て
い
る
た
め
、

毎
年
夏
に
な
る
と
、
水
の
事
故
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

区
内
に
お
け
る
子
と
も
の
水
の
事
故

は
、
昨
年
の
七
月
と
(
月
で
十
二
件
、

そ
の
う
ち
死
亡
が
五
件
も
あ
り
、
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て
青
少
年

対
策
地
区
委
員
会
・
町
会
。
自
冶
会
・

母
の
会
な
ど
と
協
力
し
て
「
水
辺
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

危
険
な
簡
所
に
は
、
「
こ
こ
は
あ
ぶ
な

い
!
」
と
力
y
パ
の
立
札
を
た
て
て
い

ま
す
。

大
人
は
子
ど
も
の
手
本

過
去
に
こ
ん
な
事
故
が

子
ど
も
は
、
大
人
た
ち
の
ま
ね
を
し

て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
大
人
が
行
な

う
こ
と
は
、
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ

け
ま
ね
を
す
る
も
の
で
す
。

過
去
に
は
こ
ん
な
事
例
が
あ
り

ま

す
。
は
い
っ
て
は
い
け
な

い
用
水
で
、
大
人
が
魚
宀

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
見
て
い
た

子
ど

も

が
、
用
水
に
は
い
っ
て
魚

を
と
っ
て
い
る
う
ち
に
、

深
み
に
落
ち
込
み
、
水
死

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大

人
だ
ち
か
危
険
な
場
所
で

遊
ん
で
い
て
も
、
于
ど
も

た
ち
に
は
、
何
が
危
険
な

の
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で

す
。
大
人
は
子
ど
も
に
対

し
て
、
生
き
た
手
本
と
な

る
よ
う
行
動
し

ま
し
ょ

う
。

ま
た
、荒
川
の
鹿
浜
橋
・
江
北

水
門
な
ど
で
は
、
魚
と
り
中
に

足
を
す
べ
ら
せ
、
あ
や
う
く
お

ぽ
れ
死
ぬ
と
こ
ろ
を
助
け
あ
げ

ら
れ
た
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。

危
険
な
と
こ
ろ
で
の
水

遊
ぴ

は
、絶
対
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
声
運
動
に

ご
協
力
を

最
近
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
板
き

れ
な
ど
で
舟
遊
び
を
し
て
い
る
の
を
見

か
け
ま
す
。
危
険
な
水
遊
び
を
見
っ
け

た
ら
ど

こ
は
あ
ぶ
な
い
よ
を
ひ
と
声

庄
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

四
ひ
と
声
が
尊
い
侖
を
救
う
の
で
す
。

昨
年
事
故
の
あ
っ
た
用
水
路
(
綾
瀬
七

丁
目
)

子
ど
も
を
見
た
ら
赤
信
号

交
通
事
故
の
防
止

子
ど
も
を
不
慮
の
事
故
か
ら
守
る
こ

と
は
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
る
大
人

の
役
目
で
す
。区
内
で
は
、毎
年
小
さ
な

命
が
交
通
亊
故
に
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
夏
休
み
は
、
子
ど
も
の
交
通
事
故

が
一
番
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。

昨
年
の
交
通
事
故

昨
年
の
七
月
と
(
月
で
、子

ど
も
の
交
通
事
故
は
、区
内
で

匸
一
(
件
も
発
生
し
て
い
ま

す
。子
ど
も
の
交
通
事
故
に
は
、

次
の
よ
う
な
点
が
見
い
た
さ
れ

ま
す
。ま
ず
、事
故
に
あ
う
年

齢
一
は
幼
児
、そ
れ
も
三
歳
か

ら
五
歳
か
一
番
多
い
こ
と
、次

に
、午
後
二
時
～
五
時
ま
で
に

事
故
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
事

故
原
因
は
、
不
意
の
飛
び
出
し
事
故
が

約
半
数
を
占
め
、
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き

・
瞋
の
直
前
直
後
の
横
断
な
ど
が
次
に

続
き
ま
す
。

ま
た
、今
年
は
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
運
動

で
、
自
転
車
に
乗
る
子
ど
も
が
ふ
え
て

い
ま
す
。
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
子
ど

も
(
特
に
幼
児
)
を
見
た
ら
、
赤
信
号
宀

思
い
徐
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
f
つ
。

子
ど
も
の
事
故
は
、家
族
や
地
域
の

人
の
注
意
が
あ
れ
ば
未
然
に
防
げ
る
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。保
護
者
の

方
や
周
囲
の
大
た
ち
は
、次
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
?
つ
。

保
護
者
や

周
囲
の
人
た
ち
へ

○
幼
児
の
ひ
と
り
遊
び
は
絶
対
に
さ
せ

な
い

○
子
ど
も
か
ど
こ
で
、だ
れ
と
、何
を

し
て
遊
ん
で
い
る
か
を
よ
く
知
っ
て

お
く

〇
路
上
や
危
険
な
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い

た
ら
ひ
と
声
か
け
て
生
意
す
る

○
正
し
い
歩
行
の
し
か
た
、
自
転
車
の

乗
り
か
た
を
教
え
る

○
裏
通
り
で
は
、
道
路
標
識
に
気
を
つ

け

、
安
全
速
度
や
徐
行
を
守
る

○
買
物
中
、
幼
児
に
は
十
分
気
を
く
ぱ

る

危
険
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
ご
連
絡
を

次
の
よ
う
な
遊
ぶ
の
に
危
険
な
場
所

が
あ
っ
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
子
ど
も
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
ほ

築
賢
材
置
場

▽
資
材
な
ど
が
乱
雑
に
積
ま
れ
て
い
て

倒
れ
る
恐
れ
の
あ
る
と
こ
ろ

▽
冷
蔵
直一
・
自
動
車
・
劇
薬
な
ど
が
棆

て
ら
れ
て
い
る
空
地

▽
そ
の
他
危
険
な
場
所

■
千
佳
警
察
署
少
年
係

(
【

】1
匸

四

】

■
西
新
井
警
察
署
少
年
係

(
(
六
-
一
一
四
一

■
綾
瀬
警
察
署
少
年
係

六
〇
五
上
一
一
二
(

■
区
教
育
委
員
会
青
少
年
係

江
東
地
区
開
発
促
進
大
会
を
開
催

―
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
―

第
十
回
江
東
地
区
開
発
促
進
大

会
(

代
表

足
立
区
長

長
谷
川
久
勇
)

を
、
つ
き
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

江
東
地
区
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら

の
急
遽
な
発
展
に
と
も
な
い
教
育
施
設

。
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
都
市
生
活
施

設
の
建
設
・
盤
備
が
お
い
つ
か
ず
、
都

心
区
と
の
格
差
も
ま
す
ま
す
広
が
る
傾

向
で
す
。

こ
の
た
め
、
江
東
地
区
の
五
区
(
足

立
区
、
墨
田
区
、
江
東
区
、
葛
飾
区
、

江
戸
川
区
)
で
は
、「
江
東
地
区
開
発
促

進
連
盟
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
以
来
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
安
全
で

住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備
と
、
都
心

と
の
格
差
是
正
を
政
府
・
国
会
・
東
京

都

。東
京
都
議
会
な
ら
び
に
関
係
機
関

に
訴
え
、
こ
の
解
決
に
努
め
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
今
日
で
も
わ
た
く
し
た
ち

を
と
り
ま
く
環
境
は
、
河
川
の
汚
れ
ひ

と
つ
を
考
え
て
み
て
も
、
江
東
地
区
に

は
隅
田
川
・
綾
瀬
川
・
荒
川
を
は
じ
め

多
く
の
河
川
が
あ
り
、
こ
の
流
域
は
、

下
水
道
施
設
の
未
整
備
に
よ
り
多
量
の

工
場
廃
液
匐
よ
ぴ
生
活
排
水
な
ど
の
流

入
に
よ
り
著
し
く
汚
間
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
頭
痛
や
の
ど
の
痛
み
を
生

じ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
し
か
も
年
ご
と
に
悪
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

足
立
区
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問

題
、
し
か
も
都
市
生
活
を
送
る
た
め
に

は
ど
う
し
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
公
害
・
防
災
・
交
通
・
道
路
・
下

水
道
な
ど
、
環
境
問
題
や
都
市
公
共
施

設
の
整
備
拡
充
の
問
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

江
東
五
区
の
住
・民
の
み
な
さ
ん
と
お

た
が
い
に
協
力
し
、
そ
の
総
意
を
集
め

て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
早
期
解
決
と

そ
の
実
現
を
関
係
諸
機
関
に
強

く
訴

え
、
快
適
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
生
活
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
齬

い
し
ま
す
。

▽
日
時
一
(

月
三
日
(
金
)
午
後
二
時

▽
場
所
―
足
立
区
文
化
会
館

▽
交
通
機
関

バ
ス
(
都
営
・
東
武
)
足
立
区
体
育

館
前
下
車
、
ま
た
は
、
東
武
鉄
道
・
梅

島
駅
下
車
、
徒
歩
約
卜
分

西新井駅東口……
…………オープン

さ
る

七

月
(

日

(
日
)

に

、東

武

線
西

新

井
駅

の

東

口
(

写

真
)

か

完

成

し

、
始

発

時
か

ら

通

れ

る
よ

う

に
な

り

ま

し

た

。

こ

れ

ま

で

西

新
井

駅
の

昇

降

口

が
西

口
I

か
所

だ

け

の

た

め

、
東

武

線

の

東
側

の

利
用

者

は

、
環
状

七

号
線

の

陸

橋

を

渡

る
な
ど
、
ず
い
ぶ
ん
遠
回
り
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
利
用
者
か
ら
強
い
要
望
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、幅
貝
四
メ
ー
ト
ル
の
通
用
道
路

だ
け
で
す
が
、区
で
は
今
年
度
中
に
、

こ
の
道
路
を
幅
員

こ
一
む
の
道
路
に

拡
張
す
る
ほ
か
、
駅
前
広
楊
(
七
一

四
平
方
M
)

を
整
備
し
ま
す
。ま
ぺ

東
口
付
近
を
流
れ
て
い
る
梅
田
堀
を

暗
き
ょ
に
改
修
し
た
り
、
こ
の
区
域

の
東
側
に
隣
接
し
て
い
る
区
道
を
拡

幅
し
、
こ
の
道
路
か
ら
東
口
に
通
じ

る
道
路
を
作
る
予
定
で
す
。

な
お
、
将
来
は
こ
の
東
口
に
バ
ス

の
乗
入
れ
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

休
日
診
療
当
番
医

休
日
診
療
を
実
施
し
て
い
る
救
急
病

院
は
、
次
の
当
番
医
だ
け
で
す
。
そ
の

ほ
か
の
病
院
は
救
急
患
者
だ
け
し
か
扱

い
ま
せ
ん
。

休
日
診
療
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
て
お

り
ま
す
。
急
病
以
外
の
方
は
で
き
る
だ

け
、前
日
か
翌
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
七
月
二
十
二
日
　
足
立
民
衆
病
院
-

曾
(
(
【
一

七
七
二

】
　
足
立
東
部

病
院
!
曾
(
(

〇
1

匸

三
一
　
梭

瀬
病
院
-
曾
六
〇
五
上
云

二
九

▽
七
月
二
十
九
日
　
尾
竹
櫚
病
院
-
曾

(
【
一
-
九
ニ
-
】
　
水
野
病
院
-

(
九
(
-
(

〇
(
〇

関
原
中
央
病

院
-
啻
(
四
九
I
○
二
六
六

▽
八
月
五
日
　
梅
田
病
院
I
ぎ
(
四
〇
-

四
五
二
　

足
立
十
全
病
院
―
曾
(
(

三
-
四
(
五
七
　
老
人
病
研
究

所
附
属
病
陬
を
(
九
九
1
四
(
六
一

お
わ
び
と
訂
正

区
の
お
知
ら
せ
(
六
月
三
十
日
発
行
・

休
日
診
療
の
号
外
)
の
休
日
診
療
当
番

医
一
覧
表
に
。
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、お
わ
ぴ
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▽
七
月
十
五
日
、
佐
々
木
病
院
の
院
長

名

佐
々
木
興
三
を
佐
々
木
興
二
に

▽
七
月
十
五
日
、
宮
坂
病
院
の
電
話
番

号
　
(
(

九
―
九
〇
(い
一
を
(
九
九

一

三
〇
〇
一
に

▽
七
月
二
十
二
日
、
足
立
民
衆
病
院
の

電
話
番
号
　
(
(

三
一

七
七
二
七
を
(
(
(
-

七
七
二
一
に

▽
(
月
五
日
、
老
人
病
研
究
所
附
属
病

院
の
電
話
番
号
　
(
(

九
-
四
(
六

一
を
(
九
九
―
四
(
六
一
に

区民福祉センター・児童館・図書館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
生
花
教
室
　
(
月
三
日
(
金
)
午
前
十
時
材
料
費
二
百
五
十
円

(
サ
ミ
・
雑
巾
持
参

定
員
三
十
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
九
上
四
(
四

■
夏
休
み
科
学
教
室
　
七
月
二
十
四
日
(
火
)
?
二
十
(
日
(
土
)

・
=
科
学
三
十
一
日
(
火
)
?
(
月
四
日
(
土
)
…
天
文
　
七
日

(
火
)
?
十
一
日
(
土
)
…
科
学
小
学
校
五
年
生
以
上
定
員
各

十
五
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
月
二
十
一
日
(
土
)
・・・
「
水
泳
」
他
(

月

四
日
(
土
)
・・・
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
他
　
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

■
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
　
七
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
六
時
丕
一
十
六
日
　

(
木
)
午
前
九
時
ま
で
　
小
学
校
四
年
生
以
上
　
先
着
三
十
名

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七
-
五
〇
一
六

■
ど
じ
ょ
う
つ
か
み
大
会
　
七
月
二
十
九
日
(
日
)
午
後
二
時

■
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
七
宝
焼
　
(

月
五
日
(
日
)
午
後
二
時

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
月
二
十
二
日
(
卩
)
午
後
二
時
三
十
分
・
・
・

「
ぞ
う
の
「
ナ
コ
」
他
　
二
十
九
日
(
日
)
午
前
十
時
・・・
「
ち
か
ら

太
郎
」
他
　
(

月
五
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
・・・
「
ペ
ン
ド
ラ
ゴ

ン
城
の
夢
」
他

□
千
佳
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
二
-
二
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
た
め
の
教
室
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
　
老

人
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
　
　
(
月
一
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

い
け
花
教
室
　
(

月
三
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
(
現
在
満
貝
)

お
茶
の
教
室
　
(

月
四
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
(
現
在
嗣
貝
)

■
子
ど
も
映
画
会
　
(

月
五
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・・・
「
家
族

の
こ
こ
ろ
」
他

【各
教
室
の
申
込
み
は
、直
接
各
セ
ン
タ
ー
S
務
窒
へ
】

《
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
蚕
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
慨
一
料
で
す
〉

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
三

十
分
・・・

至

様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
」

■
お
弁
当
会
　
七
月
二
十
五
日
(
水
)
正
午
・・・
お
弁
当
を
持
っ
て
遊

び
に
來
て
く
だ
さ
い

■
卓
球
月
例
会
　
七
月
二
十
七
日
(
金
)
午
後
二
時

申
込
み
締
切

り
二
十
二
日
(
日
)

■
卓
球
教
室
　
七
月
二
十
九
日
(
日
)
午
後
二
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
匸
〒
三
四
二
}

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
・・・
「
ア
ル
プ

ス
は
晴
だ
」
他
　
(

月
三
日
(
金
)
午
後
二
時
・・・
「
竜
の
子
太
郎
」
他

■
工
作
教
室
〈
は
が
き
入
れ
〉
七
月
二
十
(
日
(
土
)
・
二
十
九
日

(
日
)
午
後
二
時

■
老
人
演
芸
会
　
七
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

■
老
人
舞
踊
教
室
　
七
月
二
十
一
日
(
土
)
午
前
十
時

□
図
書
館
の
催
し
物

■
映
画
会
　
中
央
図
書
館
丿
七
月
二
十
二
日
(
日
)
・
二
十
九
日

(日
)
午
前
十
一
時
・
午
後
二
時

各
三
十
分
前
に
盤
理
券
配
布

千
住
図
書
館
　
毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
宮
城
図
書
館
-
七

月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時
　
新
田
図
書
館
-
七
月
二
十
八
日

(
土
)
午
後
二
時

〈
各
施
設
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
〉

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481 東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭夏
の
健
康

夏
バ
テ
に
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ

ジ
リ
ジ
リ
照
り
つ
け
る
太
腸
、
蝉
の
声
が
さ
ら
に
暑
さ
を
鴣
一
り

上
げ
る
、
夕
餉
の
食
卓
に
つ
く
こ
ろ
は
グ
y
タ
リ
。
そ
ん
な
こ
と

に
な
る
前
に
対
策
を
構
じ
、
こ
の
夏
を
の
り
き
り
ま
し
f
つ
。

夏
バ
テ
は
生
活
の
ひ
ず
み
に
よ
っ

て
お
こ
り
ま
す
。

な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
た
め
の
寝

不
足
、
食
欲
不
振
、
そ
の
た
め
疲
れ

や
す
く
な
り
、
グ
・
ク
リ
し
て
、
無

気
力
に
な
る
。
こ
ん
な
過
程
で
夏
バ

テ
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

日
本
の
夏
は
高
温
、
多
湿
、
決
し

て
す
ご
し
易
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ズ
ル
ズ
ル
と
夏
バ
テ
に
引

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
手
を
打
た
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

睡
眠
を
十
分
に

ま
ず
、早
寝
、早
起
き
を
励
行
し
て

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

と
は
言
っ
て
も
、
夏
の
夜
は
ム
シ

暑
く
、
な
か
な
か
眠
り
に
つ
け
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
時
に
は
次
の
よ
う
な
こ

と
を
た
め
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
固
め
の
枕
、
吸
湿
性
の
よ
い
サ
'
　

パ
リ
し
た
感
じ
の
寝
具
を
用
い
る

・
寝
る
二
時
間
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
飲

食
を
控
え
る

・
ぬ
る
め
の
風
呂
に
入
っ
て
、
か
ら

だ
を
リ
ラ
'
ク
ス
さ
せ
る

・
少
量
の
寝
酒
で
眠
り
に
つ
く

朝
は
ス
ッ
キ
リ

こ
れ
で
も
ま
だ
寝
不
足
で
目
が
バ

ッ
チ
リ
し
な
い
人
は
、
か
ら
だ
に
刺

激
を
与
え
て
み
ま
し
I

つ
。

・
乾
布
摩
擦
、
冷
水
草
擦
で
皮
膚
を

刺
激
す
る
と
、
目
が
さ
め
る
し
カ

ゼ
も
ひ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
体
操
・
早
足
で
の

敵
歩
な
ど
、
朝
の
軽
い
運
動
も
効

杲
か
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
朝
の
食
事
が
お
い
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。

冷
房
病
へ
の
対
策

最
近
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
、
デ
パ
ー

ト
、
喫
茶
店
と
ど
こ
へ
行
っ
て
も
冷

男
が
き
い
て
い
ま
す
。
居
心
地
は
良

い
の
で
す
が
弊
客
も
少
く
あ
り
ま
せ

ん
。
温
度
変
化
へ
の
抵
抗
力
が
弱
ま

り
カ
ゼ
を
ひ
き
易
く
な
る
、
冷
え
す

ぎ
て
関
節
が
痛
み
だ
す
、
漕一
度
か
下

が
り
す
き
、
酸
素
が
欠
乏
し
て
気
分

が
惠
く
な
る
な
ど
、
そ
の
害
は
ば
か

に
で
き
ま
せ
ん
。

・
時
々
、
窓
を
あ
け
て
新
鮮
な
空
気

と
入
れ
か
え
る

・
厦
接
冷
風
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
、

風
向
き
を
調
節
す
る

・
自
然
の
条
件
に
か
ら
だ
を
さ
ら
す

食
欲
不
振
に
は

ム
シ
暑
い
日
が
続
く
と
、
食
欲
が

な
く
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
食
欲

が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
食
べ
な
い

と
体
力
が
弱
ま
り
、
夏
バ
テ
が
さ
ら

に
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

食
欲
不
振
の
時
に
は
、
香
辛
料
を

じ
ょ
う
ず
に
使
っ
た
り
、
好
物
を
中

心
に
献
立
を
つ
く
っ
た
り
、
さ
っ
ぱ

り
し
た
も
の
で
栄
養
価
の
高
い
も
の

を
用
い
て
、
食
欲
を
高
め
、
体
力
を

維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

へ
ん
は
主
婦
の
ウ
デ
の
見
せ
ど
こ
ろ

と
甘
え
ま
し
f
つ
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
2
9
)

―
―
千
住
二
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
四
―
―

勝
山
準
四
郎

金
蔵
寺
は
建
武
二
年
(
一
三
三
五
)
法
印
恵
竜

の
開
山
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
随
分
古
い
曹
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
寺
伝
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
同

年
七
月
銘
の
板
碑
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
板
碑
は

弯
石
塔
婆
と
も
呼
ば
れ
る
関
東
地
方
特
有
の
供
養

碑
で
あ
る
。
石
は
秩
父
産
の
緑
泥
片
岩
で
、
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
末
期
に
か
け
て
墓
前
に
供
え
ら
れ

た
石
の
塔
婆
で
あ
る

。
本
区
に
は
今
も
百
基
余
り

現
存
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
年
号
が
刻
ま
れ
て
い

る
の
で
、
開
拓
の
歴
史
を
調
べ
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。
た
だ
小
さ
い
も
の
は
持
ち
運
ぴ
出
来
る
の

が
難
点
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
本
寺
の
板
碑
も
、

昔
々
か
ら
当
地
に
あ
っ
た
も
の
な
ら
。
千
住
の
開

発
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
区
内
最
古
の
板
碑
は
保
木
関
大
乗
院
の
正

応
二
年

こ

二
(
九
)
銘
の
も
の
で
あ
る
。

当
寺
の
本
尊
は
「
え
ん
ま
大
舌

。
彩
色
さ
れ

た
座
像
で
、本
堂
正
面
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。江
戸

中
期
の
作
と
言
わ
れ
る
が
作
者
は
不
明
で
あ
る
。

元
釆
は
院
号
通
り
地
蔵
尊
が
本
尊
で
あ
っ
た
か
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
「
え
ん
ま
様
」
に
変
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
お
陰
で
、
先
の
勝

専
寺
と
と
も
に
千
住
の
え
ん
ま
様
で

、
薮
入
り
に

は
隨
分
に
ぎ
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
当
寺
の
前
を
通
っ
た
人
な
ら
、
門
を

入
っ
た
左
側
の
大
き
な
石
塔
に
気
が
つ
く
は
ず
で

あ
る
。
手
前
の
方
は
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
奥
は

「
無
縁
塔
」
と
肉
太
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら

も
千
住
宿
の
歴
史
に
つ
な
が
る
石
塔
で
あ
る
。

奥
の
無
緑
塔
は
有
名
な
天
保
き
き
ん
の
慰
霊
塔

で
天
保
十
一
年
(
一
(
四
〇
)
宿
内
有
志
が
建
て

た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
天
明
き
毒

ん
と
天
保
の
そ
れ
は
二
大
き
き
ん
と
呼
ば
れ
る
図

作
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
た
わ
け
か
天
保
年
間
は
連

年
天
候
不
順
で
不
作
続
き
で
あ
っ
た
が
、
特
に
同

七
年
は
春
か
ら
冷
害
と
長
雨
、
大
風
が
続
き
空
前

の
凶
作
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
秋
幕
府
の
調
査
に

よ
る
と
全
国
平
均
が
四
分
作
で
、
前
年
か
ら
の
食

い
込
み
を
差
引
く
と
三
分
作
と
貫
う
の
だ
か
ら
正

に
大
き
き
ん
で
あ
っ
た
。
特
に
当
時
の
澑
領
体
制

で
は
、
他
瀋
は
他
国
で
相
互
流
通
な
ど
は
と
ん
で

も
な
い
こ
と
な
の
で
、
被
害
は
I
そ
う
ひ
ど
か
っ

た
。
幕
府
も
お
救
い
小
屋
な
ど
を
建
て
、
難
民
救

済
に
当
っ
た
が
、
焼
石
に
水
で
あ
っ
た
。

食
を
求
め
て

、
家
も
土
地
も
捨
て
た
流
民
が
道

に
あ
ふ
れ
た
と
あ
る
が
、
千
住
楞
も
例
外
で
は
無

か
っ
た
。
当
宿
ま
で
た
ど
り
つ
い
て
飢
と
病
に
倒

れ
る
も
の
が
続
出
し
、
大
げ
さ
に
囂
う
と
、
か
ぱ

ね
山
を
な
す
惨
状
で
あ
っ
た
と
言
う
。
こ
の
慰
靈

塔
の
碑
文
が
そ
れ
を
語
っ
て
い
る
。
「
時
こ
れ
天

保
(
の
と
し
。
い
か
な
る
年
に
あ
り
に
け
ん
。
飢

え
て
下
民
に
食
な
し
。
…
…
…
或
は
疲
れ
或
は
病

み
て
此
の
地
に
死
せ
る
者
(
百
二
十
(
人
。
…
…

・・
こ

と
記
し

、
そ
の
内
三
百
七
十
人
を
当
寺
に
郵

っ
た
旨
を
述
べ
て
い
る
。
「
消
え
て
ゆ
く
露
の
や

と
り
に
、
あ
だ
し
名
の
何
忘
草
何
忘
草
」
と
結
ん

で
い
る
が
、
誠
に
哀
情
切
々
た
る
こ
と

ば
で

あ

り
、
悲
惨
な
世
情
を
伝
え
て
い
る
。

勝
専
寺
に
も
漢
文
体
の
同
様
の
供
養
碑
が
あ
る

が
と
も
に
千
住
宿
の
あ
ゆ
み
の
暗
い

】コ
マ
を
語

っ
て
い
る
。(

こ
の
項
つ
づ
く
)

金 蔵 寺 の 石 塔

作
品
募
集

明
る
く
正
し
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
心
身
と

も
に
清
く
正
し
い
区
内
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
、
明
る
く

正
し
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
う
え
に

役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

一
、
応
募
規
定

①
応
募
賢
格

区
内
小
・
中
学
校
児

童

。生
徒

②
募
集
期
間

七
月
一
日
か
ら
九
月

十
日
ま
で

③
大
き
さ
5
5
り
χ
4
0り

④
提
出
先

区
遇
挙
管
理
委
貝
会

二
、応
募
上
の
注
意

①
作
品
の
う
ら
右
下
に
学
校
名
、
学

年
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・
性
別

を
必
ず
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

③
入
貢
作
品
の
版
権
は
主
櫑
者
側
に

属
し
作
品
は
自
由
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

三
、
審
査
・
入
選

①
第
一
次
審
査

足
立
区
選
挙
管
理

委
員
会
(
区
審
査
)

入
選

か
・

中
学
校
各
十
点

③
第
二
次
審
査

東
京
都
選
挙
管
蹄

委
員
会
(
都
審
査
)

入
選

小

・
中
・
高
等
学
校
各
五
点

③
第
三
次
審
査

都
道
府
県
選
挙
管

理
委
員
会
連
合
会
(
全
国
審
蚕
)

入
選

小
・
中
・
高
等
学
校
各
六

点

四
、発
表
　
十
月
中
旬
の
予
定

た
ば
こ
は
区
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

「
タ
バ
コ
消
費
税
」は
皆
さ
ん
が

区
内
で
タ
バ
コ
を
買
う
と
、
そ
の

本
数
に
応
じ
て
区
に
納
付
さ
れ
「
住

み
よ
い
足
立
区
」
を
作
る
経
費
に

な
り
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「家庭の日」の

パレードにご参加を
区
で
は
、
昭
和
四

十
一
年
か
ら
毎
月
第

三
日一
日
を
「
家
庭

の
日
」
と
し
て
、
明

る
い
家
庭
を
築
く
た

め
の
区
民
運
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
「家
庭
の

日
」設
置
記
念
パ
レ
ー

ド
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
な
ど
に
鉢
植
の
花
を
差
し
あ
け
ま

す
。

▽
日
時
七
月
二
十
三
日
(
月
)
午
前

十
時
?
正
午
〈雨
天
中
止
〉

(
集
合
は
梅
鳥
第
一
小
学
校
へ
午
前

九
時
三
十
分
)

▽
会
場
・
行
進
路
　
梅
鳥
第
一
小
学
校

か
ら
梅
島
小
学
校
ま
で

▽
行
進
方
法
　
宣
伝
カ
ー
の
先
導
で
足

立
区
少
年
鼓
笛
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
行
な
い
ま
す

<
区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

早
朝
テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時
・
:
七
月
二
十
二
日
・
二
十
九
日

(
月
五
日
・
十
九
日
・
二
十
六
日
の

各
日
曜
日
午
前
七
時
?
九
時

▼
会
場
・
・
・
北
千
住
公
回
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
参
加
賢
格
・・・
十
五
歳
以
上
の
一
般
区

民
(
高
校
・
大
半
生
を
除
く
)

▼
対
象
・・・
初
心
者
・
中
級
者
向

※
参
加
者
は
開
設
日
に
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

部
落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
(
1
8
)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
②

第
一
次
世
界
大
峨
は
日
本
の
賢
本

主
義
を
発
展
さ
せ
た
が
、そ
の
反
面

、

労
働
者
や
市
民
、
特
に
そ
の
最
下
層

に
あ
る
部
落
民
は
、
物
価
の
は
け
し

い
値
上
り
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。

一
九
一
(
年
(
大
正
(
年
)
、
そ
れ

ま
で
値
上
り
の
ね
く
れ
て
い
た
米
も

急
に
上
り
だ
し
、
人
々
の
生
活
は
た

え
が
た
い
も
の
と
な
っ
た
。つ
い
に
、

そ
の
年
の
七
月
末
、
一
山
に
お
い
て

漁
村
の
女
達
が
大
衆
的
な
デ
モ
を
起

し
、
そ
れ
が
全
国
的
な
米
騒
動
へ
と

広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
我
々

の
兄
弟
は
常
に
そ
の
先
頭
に
立
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

富
山
の
米
騒
助
が
最
初
に
広
が
っ

た
の
は
、
京
都
の
柳
原
の
部
落
で
あ

る
。(
月
十
日
、
一
人
の
老
人
か
柬

七
条
の
巡
査
派
出
所
で
『
施
米
券
を

く
れ

』
と
交
渉
し
て
い
る
の
を
町
内

の
人
が
見
か
け
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と

人
々
が
お
し
か
け
た
。
一
方
、
部
落

に
は
「
十
三
日
に
米
屋
を
お
そ
う
た

め
に
鴨
川
一
の
橋
へ
集
ま
れ
」
と
の

ピ
ラ
が
各
所
に
は
ら
れ
た
。

こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
四
百
名
を
こ

え
る
群
集
は
、
十
三
日
を
ま
つ
ま
で

も
な
く
、そ
の
夜
、巡
査
巡
出
所
へ
、

そ
し
て
米
屋
へ
と
お
し
か
け
た
の
で

あ
る
。(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支

都

啻
(
(

四
-
三
七
(
五
)

愛
の
献
血
運
動

ナ
イ
タ
ー
献
血
を

実
施
し
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
多
く
の
人
の

龠
が
救
わ
れ
て
い
る
こ
の
献
血
運
動
は

着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、七

月
三
十
日
(
月
)
に
北
千
住
駅
前
で
、

ナ
イ
タ
ー
献
血
(
午
前
十
時
～
午
後
(

時
)
を
実
施
し
ま
す
。

お
勤
め
や
買
物
の
帰
り
な
ど
に
お
立

寄
り
の
う
え
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
他
の
献
血
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。
時
間
は
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

七
月
二
十
日
(
金
)
　
　
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
六
日
(
木
)
　
　
溯
江
第
一
小

(
月
一
日
(
水
)
　
　
千
寿
第
六
小

国
民
年
金

第
二
期
分
の
納
期
限
は

七
月
三
十
一
日

国
民
年
金
の
第
二
期
分
の
納
付
書
少

七
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
保

険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
将
来
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で

、
納
付
期
限
内
に
忘
れ
な
い
う
ち
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
は
年
金
課
か
ら
お
畏

り
し
た
納
付
書
で

、
勤
め
先
や
お
住
い

の
近
く
の
銀
行
・
信
用
金
庫
(
組
合
)

・
郵
便
局
ま
た
は
足
立
農
協
で
も
納
め

ら
れ
ま
す
。

地盤沈下や交通騒音で
お困りの方へ

資金をお貸ししています

地
盤
沈
下
や
道
雖

螯
備
の
た
め
、宅
地

が
低
く
な
り
、雨
が

降
っ
た
時
に
浸
水
す

る
の
で
、
盛
土
や
排

水
溝
の
整
備
な
ど
を

し
た
い
万
、ま
た
、

交
通
騒
音
に
よ
る
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
、

窓
を
二
重
窓
や
ア
ル

ミ
サ
'
シ
の
窓
に
し

た
い
方
の
た
め
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

最
高
五
十
万
円
ま
で
で
、
低
利
(
年

三
・
六
五
%

、
三
年
半
以
内
返
済
)
で

本
年
度
も
す
で
に
七
名
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

簡
単
な
手
続
き
で
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所

環
境
課
庶
綮一
係
へ
ど
う
ぞ
。

地
域
地
区
改
正
の

都
市
計
画
案
公
聴
会

都
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
に

地
域
地
区
改
正
の
基
本
方
針
を
発
表

」。

て
か
ら
、各
区
市
町
村
の
協
力
を
得
て
、

都
民
齡
加
の
地
域
地
区
改
正
作
菜
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
ぴ
調
整
案
が

作
成
さ
れ
、
都
首
都
整
備
局
・
区
役
所

建
築
課
で
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。
そ
L

て
、
こ
の
調
整
案
に
関
す
る
公
聴
会
参

次
の
と
お
り
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、

ご
意
見
の
あ
る
方
は
公
述
申
出
一

に
よ

り
お
申
出
く
だ
さ
い
。

公
述
期
間
I
昭
和
四
十
(
年
(
月
一

日
～
(
日

公
述
場
所
I
都
庁
第
二
申
-
ル

公
述
申
込
期
間
I
昭
和
四
十
八
年
七

月
十
一
日
!

一
十
日

公
聴
会
・
調
整
案
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
都
首
都
整
備
局
地
域
計
画

部
都
市
計
画
課
(
曾
二
匸
〒

五
一
一

一
内
線
二
九
九
四
・
四
五
〇
六
)
か
区

役
所
建
築
課
へ
ど
う
ぞ
。

休
館
の
お
知
ら
廿

区
文
化
会
館
で
は
、
館
内
照
明
を
改

修
す
る
た
め
、
(
月
四
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
、
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま

す
。

掲

示

板

■
都
立
公
園
サ
マ
ー

こ
ど
も
ク
ラ
ブ

期
日
・
会
場
　
七
月
二
十
(
日
・
・
・
哲

学
堂
公
園

七
月
三
十
日
・・・駒
場

公
園

七
月
三
十
一
日
・・・
砧
緑
地

八
月
二
日
・・・
有
哂
川
宮
記
念
公

間
(

月
三
日
:
宍
義
圜
(

月

穴
ヨ
…
日
呻
申
a
閖

時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

内
容
　
人
形
劇
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ゲ
ー

ム
、パ
ズ
ル
、手
品
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
東
京
都
公

圜
緑
地
郎
管
理
課
/
千
代
田
区
丸

の
内
三
-
五
-
一
/
曾
二
匸

〒

二
〇
七
七

■
家
計
簿
を

差
上
げ
ま
す

新
婚
家
屁
用
の
家
計
簿
を
、
区
役

所
一
階
経
済
課
に
お
い
て
、
無
科
で

配
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

三
百
円
で
加
入
で
き
、
最
高

六
十
万
円
ま
で
の
見
舞
金
が
で

ま
す
。
不
慮
の
交
通
災
客
に
そ

な
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
区

役
所
ま
た
は
出
張
所
へ
。

■
中
小
企
業
勤
労
者

卓
球
大
会

日
時
　
(
月
五
日
(
日
)
午
前
九
時
?

午
後
四
時

場
所
　
足
立
動
労
樹
祉
会
館

資
格
　
中
小
企
業
に
勳
く
方

定
員
　
男
子
の
郎
、女
子
の
都
と
も

に
五
十
名

申
込
み
　

七
月
二
十
五
日
ま
で
に
申

込
一

ま
た
は
電
話
で
東
京
都
足
立

勤
労
福
祉
会
館
(
中
央
本
町
一
一

一
七
-
一
/
営
(
四
〇
一

二
五
二

五
)
へ
。

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム

出
張
相
談

日
時
　
七
月
二
十
六
日
(
木
)
午
後

一
時
～
四
時

場
所
　
区
役
所
第
二
庁
舎
(
東
武
線

梅
島
駅
下
車
徒
歩
三
分
)

内
容
　
婦
人
を
対
象
に
求
職
相
鋏
に

よ
り
紹
介
、
求
人
者
の
求
人
受
閥

■
「
簡
保
の
資
金
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
　
簡
保
資
金
施
設
(
学
校
・

公
営
住
宅
・
遭
略
・
港
湾
な
ど
)
を

題
材
と
し
た
明
る
い
作
品
。

サ
イ
ズ
　
白
黒
は
四
切
、カ
ラ
ー
は

ス
ラ
イ
ド
3
5
X
E以
ヒ

期
間
　
七
月
一
日
?
九
月
二
十
日

作
品
の
受
付
・
問
い
合
わ
せ
　
郵
澑

局
の
保
険
窓
口

入
選
者
に
は
賞
金
ま
た
は
賞
品
`

送
り
ま
す
。

■
電
信
電
話

児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

一
々
公
社
で
は
、全
岡
の
小
学
心

児
童
を
対
象
に
、一
信
一
話
に
闢
t

る
絵
(
ポ
ス
タ
ー
は
除
く
)
を
募
塩

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
六
月
十
一
日
(
月
)
～

九
月
十
日
(
月
)

大
き
さ
　
B
4

版
ま
た
は
B
3

版

応
募
者
に
は
参
加
賞
、
入
選
者
に

は
賞
状

、
賞
品
そ
贈
呈
し
ま
す
。

間
い
合
わ
せ
・
作
品
の
送
り
先

お
近
く
の
竃
報
局
、I
括
局
お
よ

ぴ
一

報
一
話
局
へ
。

■
国
民
金
融
公
庫

融
資
額
を
引
上
げ

(
　
)
内
は
旧
限
度
額
で
す
。

▽
普
通
貸
付
　
(

百
万
円
(
五
百
万

円
)

▽
食
品
貸
付
　
一
千
五
百
万
円
(
一

千
万
円
)

▽
環
境
貸
付
　
一
千
五
百
万
円
(
一

千
万
円
)

く
わ
し
く
は

、
国
民
金
融
公
庫
千
住

支
店
(
千
住
一
丁
目
二
六
/
明
治
堆

侖
ピ
ル
/
啻
(
(

一
上
(
I

七
五
)

■
訓
練
生
の
募
集

高
度
向
上
訓
練
(
機
械
)

▽
募
集
期
限
…
七
月
二
十
三
日

▽
実
施
日
・
・
・
八
月
六
日
?
十
月
五
日

▽
定
員
・・・四
十
名

▽
対
象
上

級
技
能
検
定
を
近
い
糂

来
受
検
予
定
の
方

▽
授
業
料
・・・
三
〇
〇
〇
円

時
間
は
午
後
六
時
?
(
時
十
分

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
足
立
高
等

職
業
訓
練
校
(
綾
瀬
五
丁
目
六一

一
曾
六
〇
五
-
六
一
四
九
へ
。)

■ 節水にご協力ください　　　　 ■ 災害にそなえて家族で話し合いましよう Y・T　208, 000


